
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

経年比較でみる ４.３＋７  校長 前田 倍成 
    

表題の数式は，今年度の石川県基礎学力調査（４年生算数）で出題された問題です。出

題の趣旨は，小数と整数の加法計算を正しく処理できるかどうかをみることです。これは

３年生で履修する学習内容です。 
 

実は，２０２２年，令和４年度同時期の「七つ星」で当時の状況を記したことがありま

した。その時は「５.３＋４」が出題され，本校の状況は次のとおりでした。 
 

Ｒ４ ５.３＋４＝９.３（78.3％） ＝５.７（20.4％）  ＝９.７（1%）  

 

 令和５年度にも「小数＋整数」が出題されました（現６年生が４年生時の状況）。 
 

  Ｒ５  ２.３＋４＝６.３（80.0％） ＝２.７ 他 (20.0％) 
 

では，今年度の「小数＋整数」の解答状況はどうだったかというと･･･ 
  

Ｒ７ ４.３＋７＝１１.３（64.1％）  ＝５（26.4％）   その他(9.5％)            

 

全国学力・学習状況調査では，平成２９年度で同様の出題【10.3＋4】がありました。こ

のときの国立教育政策研究所の分析を見ると，正答「14.3」が 79.9％となっており，典型

的な誤答として「10.7」（14.7%）が挙げられています。この誤答の要因について「位を正

しく揃えず，末尾だけを揃えてしまい，1/10の位の数３と一の位の数４を加えている」と

解説されています。 

調査問題が，算数Ａ（基礎基本），算数Ｂ（活用力）と分かれていた平成２０～２９年度

の調査でこのような小数と整数の加減計算が４度出題されていますが，正答率はいずれも

算数科「時刻と時間の求め方」単元テストに取り組む３年生 

校訓 「志高く」 



８０％前後にとどまり，経年でつまずきがみられる計算の一つだといえます。 
 

今回の県基礎学力調査で【4.3＋7】が出題された意図は，こうしたつまずきが改善され

ているかどうかを確かめることにもあるわけです。本校のデータを見ると，Ｒ５は若干の

改善が見られますが，今年度は結果として改善とはとても言い難い状況が見て取れます。 

 当該学年には今後，学び直しや確かめ直しを通して，根気強く学習内容の習熟・定着を

図る機会をもつことになりますし，誤答の傾向をもとに，例えば今後，次の様な学習活動

の工夫が考えられます。 
 

○計算の結果のおよその大きさを見積もり，計算結果と見積もりが大きく異なっていな

いかをふり返る活動 

○加法（位を揃え位ごとに計算）と乗法の筆算（末尾を揃えて計算）の仕方について比 

較し，その違いを，位取りをしっかり意識させて確かめる活動 

○誤答（5.0のような）を提示し，誤りの箇所を指摘して計算の仕方を修正する活動 

 

以下の２つの設問は，同じく今年度の県基礎学力調査で出題されたものです。 
 

 

 

 

 

 

  

（左）分数の正答率は６５．６％  誤答例：０.５,４／５,６／７など 

 （右）図形の正答率は７１．６％  誤答例：１０㎝(14.7%)など 
 

 今回，経年比較ということで「小数＋整数」という基本的な設問を取り上げましたが，

いわゆる活用問題を含め調査問題はこれだけではありませんので，これからの結果分析か

ら本校の子どもたちの強み，弱みなどの学力の現状が明らかになります。わたしたち教師

は，目の前の子どもたちの状況はもちろん，このようなデータも背景に，今後も日々授業

の改善を進めていきます。 
 

－ 保護者の皆様へ － 

【教育相談について】 

 日頃，お子様のことで気になっていたり，困ったりしている保護者の方もいらっしゃる

のではないでしょうか。学校では，教育相談コーディネータを中心に，学級担任，学年担

当だけでなく生徒指導主事や管理職，スクールカウンセラーを含めた組織的な対応を心が

けています。 

 昨年度に引き続き２名のスクールカウンセラー（屶網，野川）に関わっていただくこと

ができ，現在，児童一人一人を対象に「全員面談」に取り組み，子どもたちの状況を把握

し，こころのケアを進めているところです。 

 昨年度，ＳＣとの個人面談は，児童のべ９０件余，保護者のべ２５件と，ニーズは少な

くない状況でした。今年度も面談希望がありましたら，担任を通じて，あるいは教育相談

コーディネータや管理職にご連絡いただければと考えます。どうぞ気負わず気軽に話して

みませんか。屶網ＳＣ：火曜，野川ＳＣ：隔週金曜 調整は可能です。 


